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『9.11生死を分けた102分 崩壊する超高層ビル内部からの驚くべき証言』

9月11日のアメリカ同時多発テロ事件ルポルタージュが語る102分間
皮肉にも危機管理センターは、崩壊したビルの中にあった

森山 和道（サイエンスライター）

インターネットを当たり前のインフラにした男たち
その苦労をつづり、功績をたたえる

山川 健（ジャーナリスト）

2001年9月11日、ニューヨーク、ワール

ドトレードセンター（WTC）への飛行機を

使ったテロ事件。最初の飛行機が激突し

てから、ツインタワー2棟目が崩壊するまで

の102分間を描いた一冊である。当時の

生存者・関係者へのインタビュー、警察や

消防その他の無線記録などを集め、あの

中で何が起こっていたのか事実の点描で

明らかにしていく。登場人物350人にの

ぼる力作ルポルタージュだ。

当時、何が起こっているかよく分からな

いまま、2機目が激突し、ビルが崩壊して

いく様子をTVで見ていた人も多いと思

う。そのとき、中はどのような状況だった

のか。突然わけが分からない状況に直面

させられた人間はどのように行動するの

か。なぜ内外の情報のやりとりがうまくい

かず、一貫した対応が実施されなかった

のか──。

WTCは世界の情報通信の中心だっ

た。情報をやりとりすることで大金を稼い

でいた人たちが、自らの様子すら分から

ない大混乱に置かれてしまった皮肉。混

乱は中だけではなかった。警察と消防の

無線はつながれておらず、警察のヘリか

らの連絡は消防に連絡されなかった。

NY市の危機管理センターはなんとWTC

内にあり、機能を発揮する暇もなかった。

なぜそんなことになってしまったのか。人

間心理、都市や建設、情報通信アーキテ

クチャーの面からも非常に興味深い。現

代人なら読んでおくべき一冊だ。

例えばウィンドウズ95が発売される以

前からインターネットにかかわっていた人

たちにしてみれば、本書でつづられてい

ることは半ば常識だ。

インターネットは、1960年代の東西冷戦

下における米国の軍事目的からスタート。

日本では村井純氏（現慶応大学教授）と

その仲間によって実現され、最近では孫

正義氏（ソフトバンク社長）がブロードバ

ンドに血道を上げている。

村井氏は本書のインタビューで過去を

振り返り、インターネットの費用を電気代

や水道代と同じレベルにしなければなら

ないと主張した、と語っている。今では

インターネットは電気代、水道代のレベル

になり、当たり前のインフラになった。

そう考えると本書は、電気や水道の普及

に尽くした男たちの物語と同じ感覚の読

み物といえる。

著者は、村井氏や孫氏などインター

ネットのキーパーソンへのインタビューを

ベースに、彼らの功績を時系列に取り上

げ、「村井は仲間を作りながら世の中を

変えていく。孫は敵を作りながら世の中

を変えていく」など、示唆に富んだ分析

を織り交ぜる。まさにNHKテレビ「プロ

ジェクトX」さながら、男たちの苦労話が

展開されている。

現在、インターネットビジネスに携わっ

ている若い層にとって、本書は先人たち

の努力を知るための有益な歴史教科書

になるだろう。

B o o k M a r k

『ニッポンの挑戦 インターネットの夜明け』

ジム・ドワイヤー、ケヴィン・フリン 著

三川 基好 訳

ISBN：4-16-367430-6

定価：本体 1,800円＋税

文藝春秋

藤原 洋 監修

松岡 美樹 著

ISBN 4-903065-01-4

定価 本体2,200円＋税
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『インターネットは「僕ら」を幸せにしたか? ―情報化がもたらした「リスクヘッジ社会」の行方』

人々はやがて自由を失い、無線の力で支配される
誰もが無関心でいられない、ネット社会の暗闇

神野 恵美（欧州在住・編集記者）

グーグルを使いこなす技を100のHACKに凝縮した「テクニック集」
初版の内容を大幅に改訂して再登場

タイトルが記すように、本書はインター

ネットが我々にもたらすリスクについて言

及した一冊だ。我々は、その“陰”の部分

をなんとなく理解してきたつもりだが、本

書はこれを具体的な事例で次々と挙げ、

圧倒的な説得力で解説する。

本書を読み進めるにつれ、私はある種

の自責の念に駆られたことを告白する。

というのも、かつて我々記者たちは、例

えば“ユビキタスコンピューティング”とい

う言葉に多大な可能性を直感し、盛んに

それをもてはやしたものだ。もちろん、

我々は技術には必ず危険性が伴うもので

あることを、化学兵器などの過去の産物

がそれらを十分に示してきたように熟知

していた。あえて言い訳するならば、我々

はネットが先の社会に落とす“影”を予感

しながらも、その未知なる世界を想像す

る力が当時まだ不十分だったのだ。

著者は本書で多くのリスク事例を指摘

するが、共通した一言でまとめるなら“自

由さの消失”。既に我々はネットワークの

中に組み込まれその恩恵を享受している

が、それは同時に我々自身が常に管理、

統制されている事実を本書で理解するだ

ろう。そしてその現実が我々にもたらす、

精神的な圧力を想像するに違いない。

しかしながら、ネット自体は決して否定

されるべき存在ではない。その功績や将

来性は十分に賞賛に値する。著者はむし

ろ、それを疑いなく受け入れてしまった

我々側の意識に変革を求めている。

斉藤 彰男（編集者、SE）

今や、120億以上のページが存在する

というウェブ。その驚異的な普及は、検

索エンジンがあってこそ実現したといっ

ても過言ではないだろう。これまで数多

くの検索エンジンが登場して淘汰を繰り

返してきたが、中でもグーグルは驚くべ

き成長を遂げ、現在では、規模において

も、また機能においても、他の検索エン

ジンを大きくリードするまでになった。

本書は、そのグーグルを徹底的に活用

するための技を100のHACKに凝縮し

た「テクニック集」である。初版は2003

年8月に発行され、このほど内容を大幅

に改訂した第2版の発売となった。

この第2版では、初版の発行以降に登

場した、グーグルが提供するフリーメール

「Gmail」、ユーザーのPCに保存された情

報を検索する「デスクトップ検索」、グー

グルの検索キーワードに合わせて低料金

で広告を表示する「アドワーズ広告」、他

のウェブサイトにグーグルの広告を掲載

する「AdSense」などについてのHACK

が網羅されている。

とりわけ、Gmailについては、電子メー

ルアーカイブの検索方法、アドレス帳の

インポート、PDAや携帯電話のブラウ

ザーでの利用方法、GmailのAPIなどに

加えて、Gmailをリモートファイルシステ

ムとして使うという「コロンブスの卵」的

なHACKまで紹介されていて、単なる

ウェブメールではないという解説に納得

することだろう。

本でしか得られない知識がある。

今月の、お勧め、お役立ち、元気になる書籍。

『GOOGLE HACKS 第2版 ―プロが使うテクニック&ツール100選』

森 健 著

ISBN：4-7572-1170-8

定価：本体1,600円＋税

アスペクト

タラ・カリシャイン、ラエル・ドルンフェスト 著

山名 早人 監訳

石川 隼輔、堀井 洋、村上 明子、

鹿島 久嗣、小柳 光生 訳

ISBN：4-87311-233-8

定価：本体3,200円＋税
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